
 

 

第 7２回檀信徒研修会 
期 日 令和 5年４月 17日(月) 

会 場 御影堂 
 

受 付    8時 30分～      御影堂 

開会式    9時 00分～      御影堂 

講 演    9時 40分～      御影堂 

講題「親鸞聖人の聖徳太子讃仰」 

正念寺住職 梅林 久高 師 

講演２    11時 10分～        御影堂 

解説  教林寺住職  三浦 世雄 師 

特別拝観   11時 30分～         太子堂 

閉会式    12時 00分～       御影堂 

       12時 20分     終了予定 

 

持ち物   テキスト（受付簿） 

      初参加の人は受付でお渡しします 

参加費   １０００円（持ち帰り昼食込み） 

申込み方法 下記申込書に記入のうえ、郵送、FAX にてお申し込み下さい 

申込み締切 令和 5年４月 10日(月)締切必着  

申込み先  〒514-0114 三重県津市一身田町２８１９ 高田本山宗務院教学部 

          TEL 059-232-4171 FAX 059-232-1414 

--------------------ｷﾘﾄﾘ--------------------------------------------------------------------------ｷﾘﾄﾘ------------------------- 

第 72 回檀信徒研修会参加申込書   令和 5 年４月 10 日(月)締切必着 

      組 寺院名          

 氏  名 年齢 初参加   氏  名 年齢 初参加 

１     ２    

３     ４    

５     ６    

７     ８    

９     １０    

 

親鸞聖人の聖徳太子讃仰 

 開祖親鸞聖人が和国の教主と仰れている

聖徳太子は、深く仏教を信奉された人物と

して今日も種々
しゅじゅ

な角度・視点から論じられ

ております。 

 特に聖人のご生涯において、聖徳太子と

の邂逅
かいこう

が大きな影響を与え、ご聖人ほど太

子を深く讃仰されている方はありません。 

 聖徳太子 1400 年忌奉讃法会の勝縁にあ

たり、改めてご聖人と太子との関わりや、

真宗高田派がいかに太子を深く奉讃してき

たのかなどを考えてみたいと思います。 

正念寺住職 梅林久高 


